






































































































































































































































































































































































































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 44 号（2018 年 12 月 6日）
と思う。
⑥　生徒の実態によって出題方法・採点方法を
　修正する
　以上が，学力上位高校で確立した「私」流の
世界史授業法であるが，その後異動した学力中
位高校でも，同様の授業と試験を行っている。
ただし，生徒の理解度に差があるため，授業で
は教える項目を減らし，よりていねいな図表の
作成と説明をし，試験では「○」１つを３点に
改めた。結果として語句の数が減ることで問題
量が減り，語句の並び順も学力上位高校で50
音順に並べていたのと変えて，解答文で使う順
番で並べることとした。学校によって，生徒が
難しいと感じるレベルはそれぞれ異なるから，
その学校の平均的学力の生徒が50点程度取れ
るように加減を変えるわけだ。その学校の平均
的な生徒が挑戦して達成感が得られ試験こそが
よい試験だと思う。
　実は，異動した学力中位高校でこの方法が実
施できたことは，私にとっては喜びだった。
初の学校の時代の私の力量ではとても挑める方
法ではなかったからである。当たり前といえば
当たり前のことだが，この30数年間で私の世
界史教師としての力量も高まり，世界史理解が
深まったことをあらためて感じることができ
た。
３，世界史学習における生徒の成長とは
何か・学習指導要領のもとめる国際社
会における歴史的思考力および生きる
力（自覚と資質）とは何か
　以上が，私のたどった世界史教師としての歩
みとその結果としてでき上がった高校世界史の
指導法である。
　 後に，私のたどり着いた指導法の生徒の成
長にとっての意味と学習指導要領にいう歴史的
思考力について考え稿を閉じたい。
①　文章を書く
　私は結果として生徒に文章を書かせることに
一貫してこだわってきた。文章の試験の採点は
穴埋め試験の採点の数倍はかかる（40人学級
だと1クラス８時間かかる）から，私の試験方
式をまねてくれる人はこれまで１人も出ていな
い。しかし，文は人を表し生徒の性格・人柄が
表れる。生徒と教師の心のふれあいにこれほど
優れたツールはない。やってみれば面白く，始
めたらやめられない方法だと思っている。あと
に続く方を望む。
　よかったと思う具体例で一番多くあげられる
のが，面倒くさがりの生徒がそれを乗り越え文
章を書くことである。書くことが，その生徒の
成長にとって持つ意味は大きいと私は思ってい
る。一般的に，苦手意識のある課題を乗り越え
る体験はその人に自信を与える。とりわけ，知
的活動での自信は，恵まれない家庭文化で育っ
てきた生徒にとっては大変大きな意味があるの
ではないだろうか。
　私は，どの科目であっても，生徒が学習に正
面から向き合い課題を達成することが，高校教
育が生徒に作り出せる人としての成長であり，
それが高校における生活指導の大切な一部をな
すと考えている。そして，歴史教育においては
歴史的語句をつなげて時代像や歴史像を文章化
することが，生徒が歴史を肌で感じることとな
り，それが学習指導要領のいう歴史的思考力形
成にも資すると思っている。
②　生徒が集団で学習する
　私の授業形式は講義が中心である。「生徒と
生徒の話し合い学習を」と教育委員会の指導が
下りてくるが，歴史知識をほとんど持たない生
徒同士の会話などほとんど意味はない。授業を
一通り終え一応の歴史知識を身につけた上で生
徒同士の歴史についての会話を作り出すのが，
私の方法だ。生徒同士の会話の内容については
与り知らないが，会話の結果の共同の作品とし
て答案が書かれる。同じような文章になること
もあるが， 後は一人ひとりの生徒が自分で判
断し文章化する。この過程を高校生の共同学習
論として検討する価値はあると，思っている。
③　生徒と教師が歴史を語り合う
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　どうしても自信のない生徒には，自作の解答
案を見せに来るように言っている。生徒の文は
ともするとめちゃくちゃなので，その文章に赤
ペンを入れながら，「○○世紀のこの地域では
△△だったから，別の地域で××がおこった。
世界ではこうだが，この時期日本ではこうだっ
た」などと話しつつ，白い紙に私が図や表や流
れ図を書きながら説明する。それを聞いて分
かった気になった生徒は，自分の教室に戻りも
う一度文を書き直す。これを何度か繰り返す中
で，何となく歴史を表す文章の形になる。
　生徒が歴史理解の上でどこでつまづいている
のかが直に分かり，手間はかかるが生徒理解を
深める上でも意味のある取り組みだと思う。
④　点を取ることの意味は何か・学校における
　試験とは何か
　そうは言っても，ことをはじめに戻して考え
ると，そうきれいことばかり言っていられな
い。学力差に関わらず，できれば勉強したくな
いと考えるのが高校生の多数派だ。その事実に
対応しようと，「点が足りないと，点を取らな
いと落第」のことばで生徒を脅して勉強させる
ということが，私の指導方法の根底にあるから
だ。「点がとれてよかった」「やってみて分かっ
た」という声があとになって聞こえてはくるが，
やはり結果論にでしかない。また，「点がとれ
ないと保護者に叱られる」などと日頃から様々
なことに脅えている「よい子」の弱みに付け込
んだ指導方法ともいえる。
　もちろん試験で点が取れることは学習内容を
理解していることの証明でもあり，点を取れた
方が点が取れないよりも本人の精神衛生上もよ
いので，点を取らせる指導を一般的に否定はで
きないが，果たして本来の学習のあるべき姿か
ら見て肯定できるものだろうか，この点につい
ては私には全く自信がない。
　試験で点を取ることの人間にとっての意味，
学校教育制度における試験制度の意味など，研
究すべき課題は大きく多いと感じながら，稿を
閉じたい。
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資料１　定期試験問題
